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（
外
交
防
衛
委
員
会
）

刑
事
に
関
す
る
共
助
に
関
す
る
日
本
国
と
中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
第
百
七
十
回
国
会
閣
条
第
一
号
）
（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

政
府
は
、
平
成
十
七
年
十
一
月
、
中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
（
以
下
「
香
港
特
別
行
政
区
」
と
い
う
。
）
か
ら
我

が
国
に
対
し
刑
事
共
助
協
定
に
係
る
公
式
協
議
の
開
始
を
申
し
入
れ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
十
八
年
九
月
よ
り
交
渉
を
行

っ
た
。
こ
の
結
果
、
協
定
及
び
合
意
さ
れ
た
議
事
録
の
案
文
に
つ
い
て
最
終
的
合
意
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
、
平
成
二
十
年
五

月
二
十
三
日
に
香
港
に
お
い
て
、
日
本
側
佐
藤
在
香
港
総
領
事
と
香
港
特
別
行
政
区
側
李
少
光
保
安
局
長
官
と
の
間
で
こ
の
協

定
の
署
名
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
協
定
は
、
前
文
、
本
文
二
十
箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
っ
て
い
る
ほ
か
、
こ
の
協
定
と
と
も
に
合
意
さ
れ
た
議
事
録
が
作

成
さ
れ
て
お
り
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
各
締
約
者
は
、
他
方
の
締
約
者
の
請
求
に
基
づ
き
、
捜
査
、
訴
追
そ
の
他
の
刑
事
手
続
に
つ
い
て
こ
の
協
定
の
規
定
に
従

っ
て
共
助
を
実
施
す
る
。

二
、
共
助
に
は
、
①
証
言
、
供
述
又
は
物
件
（
証
拠
と
な
る
書
類
、
記
録
そ
の
他
の
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
取
得
、
②
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人
、
物
件
又
は
場
所
の
見
分
、
③
人
、
物
件
若
し
く
は
場
所
又
は
こ
れ
ら
の
所
在
地
の
特
定
、
④
共
助
の
請
求
を
受
け
た
締

約
者
（
以
下
「
被
請
求
締
約
者
」
と
い
う
。
）
の
当
局
（
日
本
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
立
法
機
関
、
行
政
機
関
若
し
く
は
司

法
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
、
香
港
特
別
行
政
区
に
つ
い
て
は
、
そ
の
立
法
機
関
、
行
政
機
関
又
は
司
法
機
関
）
の
保
有
す

る
物
件
の
提
供
、
⑤
共
助
の
請
求
を
行
っ
た
締
約
者
（
以
下
「
請
求
締
約
者
」
と
い
う
。
）
の
関
係
当
局
へ
の
出
頭
が
求
め

ら
れ
て
い
る
者
に
対
す
る
招
請
に
つ
い
て
の
伝
達
、
⑥
拘
禁
さ
れ
て
い
る
者
の
身
柄
の
移
送
で
あ
っ
て
、
証
言
又
は
捜
査
、

訴
追
そ
の
他
の
手
続
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
も
の
、
⑦
裁
判
上
の
文
書
の
送
達
、
⑧
犯
罪
の
収
益
又
は
道
具
の
没
収
及
び

保
全
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
手
続
に
つ
い
て
の
共
助
、
⑨
被
請
求
締
約
者
の
法
令
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
そ
の
他
の
共
助

で
あ
っ
て
両
締
約
者
の
中
央
当
局
間
で
合
意
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。

三
、
こ
の
協
定
に
規
定
す
る
任
務
を
行
う
中
央
当
局
と
し
て
、
日
本
国
は
法
務
大
臣
若
し
く
は
国
家
公
安
委
員
会
又
は
こ
れ
ら

が
そ
れ
ぞ
れ
指
定
す
る
者
を
、
香
港
特
別
行
政
区
は
法
務
長
官
又
は
同
長
官
が
指
定
す
る
者
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
す
る
。
こ

の
協
定
に
基
づ
く
共
助
の
請
求
は
、
請
求
締
約
者
の
中
央
当
局
か
ら
被
請
求
締
約
者
の
中
央
当
局
に
対
し
て
行
わ
れ
る
。

四
、
被
請
求
締
約
者
の
中
央
当
局
は
、
被
請
求
締
約
者
が
、
請
求
締
約
者
の
管
轄
内
に
お
け
る
捜
査
、
訴
追
そ
の
他
の
手
続
の

対
象
と
な
る
行
為
が
自
己
の
法
令
に
よ
れ
ば
犯
罪
を
構
成
し
な
い
と
認
め
る
場
合
等
に
は
、
共
助
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
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る
。

五
、
請
求
締
約
者
の
中
央
当
局
は
、
共
助
の
請
求
を
書
面
に
よ
っ
て
行
う
。
た
だ
し
、
被
請
求
締
約
者
の
中
央
当
局
が
適
当
と

認
め
る
場
合
に
は
、
書
面
以
外
の
信
頼
し
得
る
通
信
の
方
法
に
よ
り
共
助
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
被
請
求
締
約
者
は
、
請
求
さ
れ
た
共
助
を
こ
の
協
定
の
関
連
規
定
に
従
っ
て
速
や
か
に
実
施
す
る
。
被
請
求
締
約
者
の
権

限
の
あ
る
当
局
は
、
当
該
共
助
を
実
施
す
る
た
め
に
そ
の
権
限
の
範
囲
内
で
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
と
る
。

七
、
請
求
締
約
者
は
、
被
請
求
締
約
者
の
中
央
当
局
の
事
前
の
同
意
が
な
い
限
り
、
こ
の
協
定
の
規
定
に
従
っ
て
提
供
さ
れ
る

証
言
又
は
供
述
を
文
書
化
し
又
は
記
録
し
た
物
そ
の
他
の
物
件
を
共
助
の
請
求
に
示
さ
れ
た
捜
査
、
訴
追
そ
の
他
の
手
続
以

外
の
手
続
に
お
い
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

八
、
両
締
約
者
の
中
央
当
局
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
迅
速
か
つ
効
果
的
な
共
助
の
実
施
を
促
進
す
る
目
的
で
協
議
す
る
も
の

と
し
、
当
該
目
的
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
実
施
か
ら
生
ず
る

紛
争
は
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
解
決
す
る
。

九
、
こ
の
協
定
は
、
両
締
約
者
が
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
自
己
の
法
的
手
続
を
完
了
し
た
旨
を
相
互
に
通
知
す
る

公
文
を
交
換
し
た
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。


